
日
に

本
ほん

は、人
じん

類
るい

史
し

上
じょう

初
はじ

めて原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

が投
とう

下
か

され、世
せ

界
かい

で唯
ゆい

一
いつ

の被
ひ

爆
ばく

国
こく

となったことで、被
ひ

爆
ばく

地
ち

である

広
ひろ

島
しま

・長
なが

崎
さき

を中
ちゅう

心
しん

に、「核
かく

兵
へい

器
き

のない世
せ

界
かい

」をめ

ざすさまざまな取
と

り組
く

みを続
つづ

けています。

核
かく

兵
へい

器
き

廃
はい

絶
ぜつ

へ

され、世
せ

である

をめ

世
せ

界
かい

人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん

世

の話
はなし世

せ

界
かい

世
せ

界
かい

中
じゅう

を戦
せん

争
そう

に巻
ま

き込
こ

んだ第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

では、5000 万
まん

人
にん

以
い

上
じょう

もの人
ひと

が犠
ぎ

牲
せい

になりました。この反
はん

省
せい

から、1945（昭
しょう

和
わ

20）年
ねん

10 月
がつ

、二
に

度
ど

と戦
せん

争
そう

を起
お

こさ

ないために国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

が設
せつ

立
りつ

されました。

1948（昭
しょう

和
わ

23）年
ねん

12 月
がつ

10 日
か

、パリで開
かい

催
さい

された国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

第
だい

３回
かい

総
そう

会
かい

で、

人
じん

権
けん

を侵
おか

すことが戦
せん

争
そう

につながるという考
かんが

え方
かた

で「世
せ

界
かい

人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん

」が採
さい

択
たく

され

ました。1966（昭
しょう

和
わ

41）年
ねん

には、基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

を国
こく

際
さい

的
てき

に保
ほ

護
ご

する条
じょう

約
やく

「国
こく

際
さい

人
じん

権
けん

規
き

約
やく

（社
しゃ

会
かい

権
けん

規
き

約
やく

、自
じ

由
ゆう

権
けん

規
き

約
やく

）」が採
さい

択
たく

されました。

また、1995（平
へい

成
せい

７）年
ねん

から 2004（平
へい

成
せい

16）年
ねん

までの 10年
ねん

間
かん

が「人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

のための国
こく

連
れん

10 年
ねん

」とされ、2005（平
へい

成
せい

17）年
ねん

3 月
がつ

には、アナン事
じ

務
む

総
そう

長
ちょう

（当
とう

時
じ

）によって、国
こく

連
れん

の全
すべ

ての活
かつ

動
どう

で人
じん

権
けん

の視
し

点
てん

を強
きょう

化
か

する考
かんが

えが提
てい

唱
しょう

さ

れるなど、国
こく

際
さい

規
き

模
ぼ

で人
じん

権
けん

のためのさまざまな取
と

り組
く

みが進
すす

められています。
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世
せ

界
かい

中
じゅう

で人
じん

権
けん

意
い

識
しき

が向
こう

上
じょう

したのに、

いまも戦
せん

争
そう

はなくなっていないんじゃ。

自
じ

分
ぶん

たちこそ正
ただ

しいという

一
いっ

方
ぽう

的
てき

な考
かんが

え方
かた

が対
たい

立
りつ

を生
う

み出
だ

し、争
あらそ

いを大
おお

きくして

いるんじゃ。

民
みん

族
ぞく

同
どう

士
し

や国
くに

と国
くに

のケンカ

じゃな。

う～ん、考
かんが

え方
かた

が違
ちが

って

も、相
あい

手
て

の立
たち

場
ば

を考
かんが

えて、

意
い

見
けん

を伝
つた

え合
あ

えば、戦
せん

争
そう

は防
ふせ

げるのかな？

いったいどうしたら

戦
せん

争
そう

がなくなると思
おも

う？

どうして？

そうじゃなぁ。

みんなが仲
なか

良
よ

く

できればいいのう。

生
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